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・
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赤
子
の
夫
析
統
計
観

第
三
十
七
巻

a

一、
↑一一一
J

ノ

第

務

八

赤

子

夫

折

統

計

観

~、

一一、句./

の

員オ

古宇

ム口、γ4
・

部

五季
節
、

貧
富
、

崎
私
出
等
の
別
に
よ
り
解
析
し
、

特
に
又
そ
の
多
少
に
閥
係
め
る

乳
児
死
己
を
男
女
、

w
h
v
w
h
M
P

、

普
明
日
嗣

諸
原
聞
の
統
計
的
研
抗
じ
官
ぷ
川
、

批
ょ
に

rr
ノ
開
'
停
降
、
よ

T
L
Z
し唱

4
P
-刊
d
冊
こ
晶
相
同
九
リ
、

z
川
二
一

2
3
T
5
.
H
旧
E
M

S
F件
同
日
号

4
d
l
j
E
1
3
E
J
l
Eノ
吋

」

κ
4
J〈
U
K

動
l
金

属

」

p

l

:一
-
B
J
1
'
f
j
Z
1

本
編
の
主
眼
に
向
ひ
て
進
ま
ん
と
欲
す
。

本
邦
府
牒
別
乳
児
死
己
率
近
年
の
賦
況
に
照
し
、
最
高
を
示
せ
る
青
森
牒
(
北
地
に
あ
る
石
川
及
酒
井
竺
一
際
も
一
般
に

並
に
最
低
率
の
二
牒
に
就
き
て
看
る
に
、
左
表
を
得
た
り

高
率
を
一
対
す
)

)~ 

正
一
二一一一一一四

和

元
一一一

'" 
，. 

昭'" .. 

(
第
凹
十
七
則
及
第
五
十
一
回
年
鑑
五
二
頁
に
接
る
)

乳

児

死

己

率

年年年年年年

青

森

脇

一一一一一・一一

二
了
。

一九・

o

一九・七

一丸・一
一八・五

鹿
児
島
牒

一0
・七
一0
・五
九・五

一一・一
九・七
九・大

沖
縄
問
肘
五・六
六・四
七・七
六・四
五・九
五・六



タ

大五四

年年年

一一一-一一一

一八・一
一七・七

七・三
六・

O

六・ムハ

九
-
六
九・七
九・七

タ~ 南
北
に
よ
る
乳
児
幸
不
幸
の
相
違
を
窺
は
し
h
u
ぺ
き
、

一
躍
の
材
料
は
之
に
よ
り
授
け
ら
る
と
す
べ
き
も
、
之

丈
け
に
て
は
そ
の
翠
推
移
の
一
般
傾
向
を
耕
一
識
せ
し
か
る
に
足
ら
字
、
こ
は
会
圃
に
闘
す
る
比
率
が
前
記
の
如
〈

大
韓
に
遁
減
の
傾
向
を
辿
る
と
同
杭
な
ら
中
、
、
従
ぴ
て
本
邦
が
現
在
及
近
き
持
来
に
豆
h
J
、
諸
文
明
闘
と
そ
の

授

ee
一
に
し
、
慌
ふ
べ
き
趨
勢
を
呈
し
つ
つ
あ
る
や
や
』
疑
は
し
h
u
と
雄
も
、

最
近
敷
十
年
中
遁
械
の
買
を
頗
る
鮮

hJ-
、
義
・
寸
J
し
ま
萄
島
宇
h
J
、
拘

ι一
点
巾
〈
巾

3

7

l

i

l

i

-

-

J

I

-

-

L

 

}

!

ト
L
i
-
-
p
z
;
:
I
d
f
i
l
l
h

z寸
T

日
判
駅
宰
絹
器
泉
北
!
大
路4
せ
る
明
こ
よ
る
“
】
、

祖母
iia 
I!) 

';~l 
!担
比
Iコ

は
大
に
減
じ
た
り
、
七

0
年
代
の
初
め
出
生
者
の
四
分
の
つ

一
九

O
O
年
に
は
品
川
五
分
の
一
を
占
め
し
が
、

九
二
七
年
に
は
十
分
の
一
、
二
八
年
に
は
八
・
九
%
'
を
占
な
る
に
遁
き
す
と
せ
り
、
右
竿
世
紀
俸
の
聞
に
於
げ
る
兵

器
の
大
盤
草
に
驚
異
の
眼
営
注

σぺ
〈
は
、
濁
逸
に
於
げ
る
か
か
る
梼
生
の
大
事
功
に
も
準
ふ
べ
き
色
の
あ
る
を

畳
る
べ
き
な
h-
、
兎
に
角
そ
の
比
率
を
一
暦
詳
容
す
名
こ
と
と
し
、
主
と
し
て
切

2
E
g
r
N
の
研
究
に
そ
の
料

を
仰
く
こ
と
と
せ
ん
が
、
普
闘
に
於
け
る
出
生
千
に
付
乳
児
死
己
数
一
八
七
五
l
入

O
年
二

O
六、

一
八
八
一

l

九
O
年
二

O
入、

一
八
九
一

i
一
九

0
0年
二

O
三、

一
九

O
一
l
一
む
年
一
七
九
、

一
九
二
|
一
三
年
一
六

一
(
0
・
z
o
E

白
前
掲
害
再
版
に
上
れ
ば
、
一
九
O
一一一年、二
O
四、

一
九
一
三
年
一
五
一
、
一
九
二
三
年
一
三
三
、
一
九
二
四
年
一

O
丸、一

た
り
、
従
ひ
て
世
組
麗
・
り
に
際
し
恰
も
乳
児
救
護
策
か
力
強
〈
採
用
さ
る
る
に
至
り
で
、
明

白
に
改
善
の
買
を
奉
け
、
そ
の
時
に
至
る
迄
乳
児
死
己
が
殆
ん
ど
確
貫
に
同
一
高
率
を
績
け
た
る
と
そ
の
面
白
を

九
二
五
年
一

O
五
な
り
)

赤
子
白
夫
折
統
計
親

第

就

大企

第
三
+
七
巻

七

Cf. Bortkiewicz， L. v.， Bevolkerungswesen. 1:919 S. 109 fg. 16) 



赤
子
白
夫
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

丹、

第

自主

四
O 

異
に
せ
り
、
之
と
共
に
普
闘
に
あ
り
で
は
か
の
古
〈
よ
り
有
名
な
る
「
統
計
常
例
」
上
、
乳
児
死
己
は
都
に
て
は
回

合
に
比
し
高
し
と
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
謂
は
ぱ
「
人
魚
」
の
カ
に
て
そ
の
反
曹
に
轄
廻
す
る
に
至
れ
り
、
即
ち
一
九

O
六
年
迄
は
例
外
な
く
都
市
に
於
て
、

一
九

O
七
年
来
「
一
九
三
一
証
迄
)
は
例
外
な
〈
田
合
に
於
て
不
良
駅
況
を
呈

す

而
も
そ
は
嫡
出
に
も
私
生
に
も
見
る
所
な
り
、
慌
A
T
ぱ
一
九
一
三
年
中
乳
児
死
む
は
、
嫡
出
に
つ
き
で
は
都

市
二
ニ
ニ
尾
、

回
合
に
て
は
一
四
六
%
、

在
時
一
に
つ
き
で
は
都
市
三
四
一
弘
、

田
舎
二
七
三
%
を
示
し
に
ち
、

(
巴
戚
旦
に
で
同
問
合
代
於
付
る
乳
児
死
亡
超
越
は
古
〈
よ
り
然
り
可
岡
圃
一
固
と
し
て
一
丸
一

C
年
に
も
角
二
Oω
二
μ
を
示
せ
る
に
、
首
府
民
照
に

一
八
八
大
年
三
三
、

と
+

J均
一

h
U
1
J
い〕

drι
ザ
コ
ド
ロ
お
仙
↑
i
r仔川
1
f
f
J
P
J

ペ
β

d

一

M

l

一
ノ
(
一

i
S
B
O
T
-軍一三一日
F
J
1
1
1
!
i
u
t

一
八
九
六
年
二
五
、

一九
O
六
年
一
九
・
六
た
り
昔
、
本
邦
に
於
て
も
近
年
か
ふ
る
傾
向
を
伺
は
し
め
ず
主
せ
ず
、
即
ち
前
引
用

〉

H
F
4
3

コ
i
i
i

6

4竿
MUELFF
・、小，
a
-
r
p

~

一

i

J

4

A

M

i

-

J

H

e

d

ゴ
向

l

l

内

イ

C
に

E
ド
=
』
F
r
-
z
-
l
u
c
p
q
c
z個
出

」

同

z
z
r
=
F
h
h
v
l
M
砕
い

ド
』
h

，

J
a
K
H
H什二
F
M
h
k
r司

動
態
統
計
記
漣
編
に
よ
る
に
人
口
十
寓
以
上
の
大
都
市
乳
児
死
亡
率
を
「
全
国
の
場
合
に
比
較
す
る
と
、
従
来
は
大
都
市
に
於
て
常
に
高
率
で
あ
っ
た

恥
昭
和
三
年
以
後
は
大
都
市
に
於
て
却
っ
て
低
率
を
一
訴
す
」
、

昭
和
元
年

。

二

年
三
年
四
年
五
年

'" '" '" 

出
生
百
に
付
一
歳

未
満
の
死
亡

大

都

市

金

園

一

四

・

二

一

三

・

七

一

四

・

六

一

四

・

二

一
三
・
五
一
三
・
八

一
四
・
一
一
四
・
二

一

了

七

一

二

・

凶

左
表
之
を
明
か
に
す
)
金
濁
に
つ
き
で
の
乳
児
死
巴
は
一
九

O
五

年

の

ニ
O
五
%
よ
り
、

一
九
一
五
年
の
一
玉
四
%
に
下
れ
ち
、
尤
も
そ

の
問
特
に
天
気
模
様
(
個
別
暦
年
に
於
け
る
夏
季
の
大
暑
。
夏
の
大
暑
が
濁
逸

に
て
は
本
邦
程
高
か
b
ず、

叉
木
邦
と
異
り
大
、
唱
備
を
伶
は
ざ
る
に
拘
は
b
ず、

幼
き

者
に
危
険
な
る
を
設
す
る
統
計
は
彩
し
、

葱
に
は
単
に
氏
瀬
市
統
計
所
が

一
九
一

O

及
一
一
年
二
六
白
調
逸
大
都
市
に
就
き
、

八
月
中
の
乳
児
死
亡
比
較
を
試
が
、

そ
v 

結
果
諸
大
都
市
に
で
出
生
者
の
三
分
の
二
乃
至
五
分
の
四
の
生
命
を
奪
へ
る
に
二
氏
照
市
に
で
は
一
二
了
五
%
に
遇
守
ぎ
り
し
こ
と
を
稜
表
せ
る
の
一

事
を
指
摘
す
、

E
r
r
-
r
。
℃
巳
了
山
首
N
)

に
左
右
せ
ら
れ
て
中
断
せ
ら
る
る
も
の
め
る
は
注
意
す
べ
し
、
調
遁
の
諸
大



都
市
は
殆
ん
ど
会
〈
一
層
低
き
千
分
比
を
示
す
、
凡
て
四
七
中
の
五
大
都
市
に
於
て
乳
見
死
巴
敷
は
、
従
来
の
最

順
年
た
る
一
九
一
二
年
中
一

O
O
U
4
よ
り
幾
分
低
か
り
さ
、
(
全
濁
に
付
で
は
同
年
一
四
七
w品
売
り
き
)

か
く
て
そ
の
営
時

に
あ
り
で
は
右
十
分
一
の
峯
は
全
濁
に
付
、
近
き
牌
来
に
達
し
得
へ
き
乳
児
死
己
最
低
率
規
さ
れ
し
が
、
爾
来
二

十
年
ぞ
経
過
す
ぎ
る
に
之
か
貰
現
を
見
た
る
は
、
前
に
指
摘
せ
る
が
如
し
、

(
部
分
的
に
碕
逸
に
比
し
著
し
曹
優
越
を
示
せ

る
諸
閣
と
の
比
較
に
つ
き
で
は
、
詮
意
を
法
円
、
の
要
あ
り
、

印
ち
少
く
と
も
是
等
諸
圃
申
白
数
者
に
あ
り
て
は
出
生
後
最
初
の
数
日
又
は
毅
週
内
に

死
せ
る
子
の
比
較
的
多
毅
が
、
死
産
と
し
て
記
録
さ
る
ふ
か
、
或
は
全
〈
記
録
に
洩
る
ふ
こ
と
を
注
目
ナ
ベ
し
、

此
誌
に
付
名
目
上
一
割
以
下
の
低

市
中
を
捻
出
し
、
得
々
た
る
一
閣
の
材
料
を
探
り
、
そ
の
内
貨
を
判
る
が
a

刈
舎
は
大
人
気
な
し
と
考
ふ
る
を
以
て
之
を
問
は
ず
・
唯
後
出
英
国
の
材
料

が
古
く
よ
り
低
率
を
示
せ
る
に
就
き
て
も
、
上
越
の
如
き
事
情
の
介
在
を
付
度
せ
し
む
と
推
も
、
今
之
を
確
一
一
目
す
る
の
根
捕
を
明
恥
に
し
難
告
一
を
以

h
L
t
f
;
7
『

工

:

1

m

此
泊
ド
4

ば
書
、
岡
刷
、
セ
J
9
L

、

か
く
て
乳
児
死
じ
教
を
訴
は
は
ヱ
ハ

C
%
よ
hJ
、

一
一
割
ヌ
は
そ
の
以
下
に
滅
じ
得
た
り
左

せ
ん
が
そ
は
人
日
封
策
上
よ
り
察
し
、
一
一
般
死
己
数
に
擾
動
を
伴
は
す
と
の
促
定
の
下
、
出
生
数
又
は
蕃
殖
率
一
か

七
二
箱
丈
け
高
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
外
な
し
、

却
ち
一
六
C
%
の
乳
児
死
己
宰
に
よ
ら
ん
か
、

生
毎
一

O
七
一
人
中
一
歳
満
了
前
に
一
七
一
人
死
す
る
こ
と
な
り
、
従
ひ
て
九

0
0人
は
第
一
歳
を
満
了
す
、
そ

は
一
割
の
乳
児
死
巳
率
に
於
て
、
初
生
児
毎
千
に
つ
き
で
看
る
と
全
く
同
し
こ
と
に
営
る
。
唯
此
闘
係
よ
h
，
推
し

て
一
般
に
乳
児
死
己
低
械
を
目
的
と
す
る
諸
方
策
を
親
し
、
之
に
よ
り
出
生
率
低
下
を
報
償
す
る
の
カ
あ
り
と
す

る
は
全
然
合
理
的
に
り
と
す
る
を
得
中
、
而
し
て
そ
の
誤
謬
は
生
命
の
纏
量
決
定
上
に
於
て
、
出
生
と
死
己
と
に

ぞ
は
出

備
は
れ
る
力
の
強
弱
を
一
不
す
の
一
例
謹
調
す
る
を
得
べ
し
。
之
を
明
か
に
す
る
の
目
的
上
人
口
十
高
を
有
す
る
一

都
市
に
於
て
、
年
出
生
率
千
に
付
二
五
た
り
、
ぞ
の
乳
児
死
己
率
は
出
生
子
に
付
百
た
り
と
恒
定
せ
よ
、
そ
の
際

赤
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

九

第

5虎

四



赤
子
の
夫
折
統
計
観

第

披

第
三
十
七
巻

三
四

O

E耳

一
年
内
の
出
生
敷
は
二
五
百
な
h
、
乳
児
死
己
敷
は
二
玉

O
た
る
べ
く
、
従
ひ
て
一
年
に
一
一
、
二
五

O
の
純
増
加

を
看
る
こ
と
と
な
る
べ
し
、
今
乳
児
死
己
率
念
出
生
千
に
付
五

O
に
引
下
〈
る
こ
と
と
な
ら
は
、
純
増
加
は
二
、

三
七
五
た
る
べ
し
、
さ
れ
ど
出
生
率
が
千
に
付
三

O
と
な
り
又
低
下
さ
れ
た
る
右
の
乳
児
死
己
率
五

O
が
持
績
す

る
も
の
と
偲
定
せ
ん
が
、

一
年
の
終
り
に
於
げ
る
人
口
増
加
は
、
二
三
七
五
の
代
り
に
一
一
、
八
五

O
た
る
べ
し
、

人
口
の
純
定
量
観
に
甘
ん
ぜ
ん
か
そ
の
定
量
に
及
ぼ
さ
る
べ
き
出
生
及
死
広
の
意
義
は
、
右
一
例
に
よ
h
J
明
か
な

る
が
如
、
き
も
凡
そ
子
供
増
幅
一
事
業
の
功
債
は
、
有
の
如
き
算
術
式
に
て
山
川
山
花
ハ
?
に
表
明
ず
つ
ふ
ふ
‘
伊
川
件
A
V
、
査
し
死

巳
は
一
の
最
終
結
果
に
外
な
ら
中
、

そ
の
他
の
諸
結
果
が
見
積
ら
忍
べ
き
も
の
と
ぜ
ば
、

さ
れ
た
る
乳
児
死
己
に
、

そ
の
計
算
中
に
は
低
下

残
存
者
の
健
康
増
進
を
組
合
は
す
の
要
め
る
べ
き
を
以
て
な
り
ι

蕊
に
注
意
す
べ
き
は
、
濁
逸
に
於
て
最
近
数
十
年
中
一
乃
至
六
歳
の
死
己
が
、
満
一
歳
未
満
に
於
げ
る
よ
り
も

百
分
比
上
一
層
著
大
に
滅
ぜ
石
こ
と
な
り
、
出
O
『

zcn
室内
N

が
前
掲
書
(
凹
O
頁
〉
中
、

一
八
七
一
乃
歪
八
一
年
々
平

均
に
劃
し
、

一
九

O
一
乃
至
一

O
年
々
卒
均
死
己
峯
の
低
下
を
、
百
分
率
に
換
算
し
て
示
せ
る
所
に
よ
る
に

o
l
一
歳

歳

歳

凶
歳

四

l
五
歳

男

二
四
%

一
九
%

五
九

μ

六

O
%

五
六
%

女

五
% 

五
・
六

M

六

O
%

五
九
%

四
O
%

な
り
、
こ
は
部
分
的
に
は
一
乃
至
六
歳
の
死
己
に
つ
き
侍
染
病
(
特
に
麻
疹
、
濯
し
紅
熱
、
資
布
的
里
悪
さ
中
そ
の
防
遇
上

最
も
判
然
た
る
準
歩
を
遂
げ
し
も
の
に
、
開
係
を
有
す
る
こ
と
乳
児
死
己
に
於
げ
る
よ
り
多
き
の
事
買
を
奉
げ
て

Cf. Newsholme， op. cit. p. 114 17) 



蒋
明
し
得
ペ
し
、

、
、
、
、
、
、
、

き
れ
ど
之
と
同
時
に
生
計
の
一
般
向
上
以
外
、

出
生
減
退
は
之
を
生

U
に
預
る
所
な
し
と
す
る

を
得
ぎ
る
べ
し
、
現
に
嫡
出
蕃
殖
率
の
多
少
と
小
児
死
己
峯
の
多
少
と
の
問
、
鮮
明
な
る
一
平
行
閥
係
存
子
る
は

信
頼
す
べ
き
統
計
々
数
に
照
し
繰
返
し
奉
読
せ
ら
れ
た
り
(
持
に
冨
・

p
r
E
F
回
当
官
庁
吋
君
主
・

2
・
雪
E
E目

H
8
0
並に

ヨ
♂
伊
丹
何
『
凹

E
5
H
)目
。
円
の

-
5
5ロ
ヰ
ヨ
ロ
円
合
同
門
乙
日
円
。
門
円
-
N
e

〉

3
E
W
E
-
同
毛
・
参
照
)

加
之
此
問
題
に
付
所
得
限
ら
れ
た
る
分
子

じ
め
り
で
は
、
子
少
き
に
比
し
子
多
き
を
以
て
育
て
上
げ
難
し
と
す
べ
き
こ
と
、
之
に
関
係
あ
る
の
み
な
ら
令
、

(
此
外
角
出
牛
が
短
年
月
内
に
引
績
〈
と
き
は
、
母
の
身
醐
胞
を
弱
む
る
こ
と
に
J

り
、
子
の
生
在
能
カ
乏
し
き
に
至
る
)

同
時
に
「
子
の
死
喪

は
生
理
上
及
心
理
上
進
み
て
子
守
産
む
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
、
又
そ
の
事
由
の
薄
明
と
す
べ
き
ご
と
」
之
に
閥

庁
h
h

パノ、
J
P

、

正レ

-
d
i

(
毛
色
川
『
口
μ
え
と
一
品
)
耐
も
亦
問
題
γ

ト
上
れ
る
闘
聯
に
つ
き
控
目
し
符
べ
き
は
、
特
定
枇
曾
階
級
に
於
て

一
定
の
年
齢
(
例
令
ば
一

O
叉
は
一
五
歳
)
を
生
残
せ
る
子
の
数
日
炉
、
出
生
者
数
と
の
比
に
於
げ
る
の
み
な
ら
争
、
そ
の

、
、
、
、
、

子
等
を
生
め
る
現
存
夫
婦
数
と
の
比
に
於
て
も
(
従
ひ
で
蕃
一
植
カ
は
出
生
の
材
料
に
よ
り
測
定
さ
れ
得
べ
き
の
み
な
、
b

ず
、
一
九
一
一

年
英
に
そ
の
例
を
見
た
る
が
知
〈
、
現
存
夫
婦
毅
並
に
子
毅
の
静
強
調
査
に
よ
り
で
そ
之
を
窺
ひ
得
べ
?
」
と
を
法
意
ナ
ベ
L
)
亦
少
き
蕃
殖

率
の
際
に
は
、
多
き
蕃
殖
恋
一
・
の
場
合
に
比
し
、
高
き
比
率
を
示
す
こ
と
な
り
、

さ
れ
ど
此
事
費
を
奉
げ
嫡
出
出
生

減
退
が
、
現
在
濁
逸
に
於
で
事
買
上
一
不
き
る
る
が
如
、
去
、
蔓
延
程
度
及
強
度
に
於
て
、
之
に
照
膳
せ
る
小
児
死
己
減

少
に
よ
り
、
相
殺
さ
れ
得
べ
し
と
の
期
待
を
立
つ
る
の
根
擦
に
供
し
七
り
と
せ
ん
円
か

(
Z
E
E
-
m
F
F吋

p
z
-
5
E

同
戸
コ
目

Z

百
一
言
百
円

P
E
L
F
-
H
E
E
d
E
C一
-3
』一

r
s
z
戸
内
・

2
L
S
-
E
-
P
合作一

E
-
E
E
n
Z
E
M
で
f

h
、
丸
山
つ
更
す
旬
、
、
主
包
括
E
L
P
Z
=
Z
4
3忌
参
照
)

そ
は
将
来
を
観
す
る
こ
と
飴
り
に
柴
観
に
逝
く
と
す
べ
か
ら
ん
。
何
れ
に
し
て
も
子
の
多
産
多
死
少
産
少
死
は
普

赤
子
の
売
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

四

第

宣車

四



赤
子
の
夫
折
統
計
破

第
三
十
七
巻

第
三
就

四

四
四

通
な
り
と
し
て
も
、
之
を
以
て
自
然
の
耽
道
的
制
約
胡
す
る
を
得
十
、
梅
雨
期
に
雨
な
く
し
て
自
然
の
無
耽
を
疑

は
し
h
U
る
こ
と
あ
る
が
如
〈
、
之
が
例
外
の
闘
係
を
見
る
こ
と
あ
り
、
そ
は
知
人
の
家
庭
に
就
き
日
常
粧
験
し
得

べ
き
所
た
る
の
み
な
ら
や
、
一
共
同
瞳
否
一
国
に
闘
す
る
統
計
に
め
ち
て
も
之
を
後
見
し
得
ベ
し
、
人
口
統
計
上

種
々
注
目
を
惹
〈
ぺ
き
悌
圏
炉
、
現
に
そ
の
一
例
外
を
な
す
や
、
夙
に
出
司
君
命
指
摘
し
に
る
所
の
如
し
、
而
し
て

此
問
題
に
付
古
〈
よ
り
興
味
伝
有
し
、
周
到
又
厳
密
な
る
史
的
地
方
的
比
較
研
究
を
理
げ
、

比
類
砂
き
業
慣
を
事

み
J
J
J
φ
J

目、

'
!
 

i

l

 

見

t
h体
ハ
斗
リ
リ

3
4
A
支
所
克
刀
正
界
的
た
京

3
{
l
I
l
a
-
J
J
1
1
1
」

l
t
l
:
i，
プ
，
「

J

'

-

-
4
Z
R

訂」
1
J
Z
j
E
Jリ
V

門
戸
川
戸
口

-
也
、

d
l内1
ノ

ー

令
部

P
E
)
向
島
む
一
、
ョ
ド
}
ゆ

q
，E
a
'
I
J
=
'
a
z
t
'
i
l

怯
百

σ
妥
3
1
1
2
議
4
2

同
町
議
濯
を
伺

ま
し
か
べ
し
と
難
色
、
吾
人
は
之
を
紹
介
せ
守
し
て
己
む
能
は
子
。

は
、
ぞ
の
著
書
中
英
蘭
及
戚
爾
斯
に
於
け
る
蕃
殖
率
詳
言
す
れ
ば
一
五
乃
至
四
五
歳
の
有
配
偶

Z
2
2
r
o
E
H
m
 

女
千
に
劃
す
る
出
生
の
割
合
、
及
乳
児
死
己
率
経
過
'
炉
二
八
五
一
乃
至
七

C
年
中
毎
五
年
年
年
卒
均
、
爾
後
一
九

二
一
年
に
至
る
記
の
毎
蔵
計
数
と
し
て
、
詳
示
せ
る
一
表
を
掲
げ
つ
つ
そ
の
解
析
又
解
稗
を
準
h
u
、
之
に
就
き
致

し
め
注
意
す
べ
き
は
そ
の
研
究
上
私
生
を
間
は
さ
る
こ
と
な
り
、

さ
れ
ど
か
か
る
出
生
は
右
の
長
年
月
中
に
て
も

決
し
て
総
出
生
の
六
・
五
%
(
一
八
五
六
l
六
O
年
中
、
木
邦
に
あ
り
て
も
第
五
十
一
回
年
鑑
に
よ
る
に
、
大
正
六
年
目
北
九
%
に
む
か
り
L

も
り
、
爾
杢
敵
失
そ
の
割
令
を
低
下
し
、
近
年
六
・
五
%
の
上
下
に
小
動
揺
を
一
茂
す
)
以
上
に
出
て
し
こ
と
な
し
、
年
次
を
降
り
て
は

四

μ
に
過
き
や
、
か
〈
て
襲
遅
の
大
勢
は
之
を
計
算
外
に
お
き
て
も
貫
質
的
に
影
響
せ
ら
る
る
な
し
、

一
八
七
六

年
以
前
出
生
宰
に
外
観
上
微
遁
増
の
趨
勢
を
示
す
は
、
出
生
の
記
鍛
に
於
け
る
棋
陥
多
き
に
踊
し
得
ぺ
し
、

七
六
年
以
後
は
出
生
牢
に
於
け
る
常
勢
遁
降
初
ま
れ
り
、
而
し
て
右
詳
表
に
本
っ
き
之
が
毎
五
年
の
降
下
を
百
分 八、

Cf. Hesse， Art. ，~Stehlichl、 eit 11. 日terblichl叩 tst:lfeltl創出 Elsters Wo{terbuch， 
3・A.II. 1911 S. 983 
Cf. NewshoJme， op. cit. p. 114 fg・

18) 
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比
と
し
て
示
せ
る
所
に
よ
る
に
次
の
却
し
。

乳
児
死
亡
率

自
一
八
七
六
l
八
O

，

八

一
1

八五

タ

八

六

l
九
O

，

九

一

九

五

タ

九

六
1
0
0

タ
一
九
O
一
O
五

タ

O
六!一

O

毎
五
年
降
下
百
分
比
ぜ
月

五
十
二
八
八
一

l
八
五
年
五

'

八

六

l
九
O
年

六

ク

九

一
l
l
九
五
年
三

タ

九

六

0
0
年

四

タ
一
九
O
一ー
l
O
五

年

四

タ

O
六!一

O
年

七

夕

一

A
l
一
五
年
一
O

右
雨
宰
の
麗
謹
一
を
圃
示
せ
る
二
曲
隷
の
比
較
は
知
見
を
授

く
る
所
多
し
、
印
ち
蕃
殖
峯
は
七
七
年
に
下
降
し
初
め
、
爾

京
市
殆
ん
ど
中
断
を
見
や
し
て
そ
の
趨
勢
を
縞
け
た
り
、
乳
児

死
己
率
は
年
々
大
に
襲
じ
た
り
、

さ
れ
ど
一
九

O
O年
迄
は

な
ら
し
て
低
下
の
傾
向
を
一
不
き
宮
、
り
き
、
こ
は
一
八
五
一

i

六
O
乃
至
九
一
ー
ー
一
九

0
0年
の
毎
十
年
年
平
均
乳
児
死
己
率
上
火
の
如
く
示
き
る

HI 

コ，.
1!8 

1"1 
:!l 

gCl 

H. 

第
二
十
世
紀
に
至
り
て
毎
五
年
の
最
初
四
田
中
営
該
死
率
は
突
の
却
し

一三八

七

O 

九
O 

而
し
て
そ
の
曲
線
上
割
合
に
新
ら
し
き
部
分
は
、
乳
児
死
己
率
が
そ
の
以
前
の
準
位
に
還
ら
ん
と
す
る
の
徴
を
一
不

さ
す
、
(
現
に
一
九
二
三
年
に
は
夫
れ
迄
の
最
低
空
ハ
九
を
一
市
ナ
)
一
八
九
九
年
の
出
生
率
が
一
八
七
五
年
に
於
け
る
よ
り
、
二

o
d
m低
き
は
注
目
を
惹
く
、
さ
れ

E
そ
の
聞
の
二
十
三
年
間
乳
児
死
己
率
は
何
等
低
下
の
傾
向
ぞ
一
不
さ
す
、

九

一
四
年
の
出
生
率
は
一
九

0
0
年
に
比
し
一
七
%
低
か
り
し
に
、
乳
児
死
己
率
は
そ
の
十
四
年
間
に
=
二

Mm
低
下

か
〈
て
主
張
さ
れ
得
ぺ
し
、
最
近
十
四
年
間
に
於
て
は
そ
の
以
前
の
二
十
三
年
間
に
於
け
る
よ
り
、
組

出
空
中
遁
か
に
高
き
割
合
は
、
従
前
に
比
し
が
小
計
栄
勝
内
に
て
、
推
測
上
一
層
順
良
な
る
境
遇
の
下
惹
起
さ
れ
、

し
た
り
、

+
ホ
子
き
だ
折
統
計
視

第
三
十
七
巻

第

盟主

四
五

三四=一



第

三

披

四

六

そ
の
結
果
を
英
蘭
の
低
下
さ
れ
た
る
乳
児
死
己
教
に
伺
は
し
む
と
、
き
れ
ど
こ
は
前
低
下
3
れ
た
る
出
生
率
が
園

、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、

民
的
に
乳
児
死
己
の
成
行
に
、
大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
た
め
乎
、
或
は
小
程
度
丈
け
影
響
せ
る
に
過
ぎ
ゴ
る
た
め
乎

赤
子
の
夫
折
統
計
税

第
三
十
七
巻

四
四

疑
を
捕
ま
し
む
る
の
品
跡
地
あ
り
、
此
問
題
に
つ
き
で
は
失
の
諸
事
買
を
引
用
す
る
の
要
あ
ち
。

Z
2
E
]
C一
日
目
は
そ
の
著
新
版
一
公
到
に
先
ち
、
干
の
死
巳
に
闘
す
る
敷
官
麗
報
告

(
E
F
5
5こ
合
唱
己
主
去
の

V-2-

5
=
)
z
f
o
A
二

回

行

】

b
E
C
2
2
E
Z
E
F
]
}
二
三
}
中
)
を
後
表
し
、

同
問
題
に
付
置
の
耳
目
ぞ
喚
起
し
た
り
、

以
下
の
事
賢

!J 
同
調t
J告
」;

jdt 

一
九
一

O
年
に
後
表
せ
る
一
報
告
刀
2
己
ユ

g
r
r
E
E
ι
h
E
E
玄

E
E一門司

(CLa--戸
は
政
府
安
行
書
一
九

カ
ウ
シ
チ

l
ス

0
0
年
来
の
逐
順
番
披
な
り
)
中
、
英
威
一
固
と
同
等
又
は
そ
の
以
上
の
乳
児
死
己
恋
?
を
有
す
る
英
戚
の
十
二
州
盆
名
を

伴
へ
ば

E
5
と
呼
ぶ
)
に
於
て
、

出
生
率
は
英
威
の
分
に
比
し
、

迄
種
々
相
違
せ
り
、
然
る
に
乳
児
死
巳
率
何
れ
も
英
戚
分
に
比
し
、
低
き
こ
と
二
ο
%
以
上
な
る
他
の
十
二
州
に

五
Mm
以
下
な
る
よ
り
そ
の
以
上
二
一
%
な
る
も
の

て
は
そ
の
出
生
宰
英
戚
分
に
比
し
、

を
一
不
す
べ
き
統
計
は
暴
け
ら
れ
た
り
。
一
二
%
以
下
な
る
よ
ち
そ
の
以
上
一
七
%
な
る
も
の
迄
種
々
の
差
め
る
こ
と

別
々
の
州
一
つ
一
つ
に
就
き
て
見
る
に
、
そ
の
背
馳
一
層
大
な
る
も
の
も
め
り
、
即
ち

円
、
巳
尻
町
凶
同
町
一
『
凸

の
市
趣

満
ち
充
ち
七
る
州
に
て
は
、
全
国
平
均
に
比
し
出
生
率
一
%
低
き
も
、
乳
児
死
己
率
は
ニ
二

μ高
し
、

2
3官
E
B

の
回
趣
勝
て
る
州
に
て
は
、
全
国
平
均
に
比
し
出
生
率
は
一
七
%
高
き
も
乳
児
死
己
翠
は
二
五
%
低
し
、
高
出
生

率
と
侭
乳
児
死
己
率
て
ふ
交
聯
へ
外
れ
た
る
最
著
の
一
例
は
、
虞
ら
〈
は
愛
蘭
士
、
り
、
そ
は
一
九
O
一
年
標
準
化



さ
れ
し
出
生
率
、
英
蘭
の
二
八
・
凶
に
比
し
三
六
・
一
を
一
不
し
、
そ
の
乳
児
死
巴
率
に
あ
り
で
は
、
出
生
千
に
付
英

蘭
の
一
五
一
に
比
し
一

O
一
を
示
し
に
hJ
、

一
九

O
一
乃
至
五
年
英
威
の
妥
簿
州
四
六
の
標
準
化
出
生
産
・
と
、
同

教
の
州
乳
児
死
巴
峯
と
の
照
鹿
係
裁
は
、
小
数
0
・
コ
一
六
と
し
て
一
不
さ
れ
た
り
。
報
告
中
訴
結
果
を
要
約
せ
る
所
に

よ
る
に
大
家
勝
山
必
宇
し
色
高
乳
児
死
己
率
を
合
意
せ
‘
ざ
る
や
明
か
な
り
、
高
出
生
翠
と
高
乳
児
死
む
奉
と
の
闘

聯
は
、
多
分
大
部
分
は
大
家
族
が
赤
貧
階
級
中
に
普
通
な
る
こ
と
、
是
等
家
族
は
特
に
磐
多
の
乳
児
死
己
を
生
か

ペ
き
凋
落
論
溺
の
諸
誘
因
に
曝
さ
る
る
こ
と
に
因
る
と
せ
り
。

一
九
一
三
年
迄
ド
集
め
た
る
経
験
に
照
し
草
し
た
る
同
名
の
第
二
報
告
中
、

(E-εε)
上
の
叙
説
PT
引
け
る
後

追
加
し
た
り
。
此
主
張
に
宵
附
加
へ
で
叙
説
す
ぺ
き
こ
'
ど
あ
り
、

U
L
一
命
大
家
族
が
貧
附
白
山
川
廿
惜
し

F
¥
ザ

叫

人

JJ

J
l
司伍

に
母
又
は
子
の
醤
養
不
足
を
引
起
す
の
服
あ
り
と
せ
は
、
そ
は
子
が
そ
の
健
康
及
生
命
を
保
つ
の
見
込
を
、
殺
〈

の
傾
向
茄
き
る
る
の
外
な
し
、
こ
の
極
端
な
る
貧
困
を
除
き
て
も
、
一
の
大
家
族
が
母
の
過
勢
及
家
内
の
清
潔
に

闘
す
る
注
意
不
充
分
を
件
ひ
、
特
に
子
の
食
物
に
関
す
る
閥
係
上
然
り
と
せ
ば
、
そ
は
同
じ
結
果
を
助
長
す
る
の

外
な
き
を
承
認
し
特
ペ
し
。
本
報
告
に
取
扱
は
れ
た
る
こ
四
一
の
市
地
域
に
於
け
る
出
生
率
に
は
、
極
め
て
著
し

き
相
違
あ
り
、
而
し
て
低
き
出
生
率
と
高
き
乳
児
死
己
と
の
聞
に
、
昭
一
腰
を
見
る
こ
と
珍
し
き
に
非
中
。
出
生
率

の
品
理
化
が
最
近
十
二
年
間
に
経
験
さ
れ
た
る
乳
児
死
己
減
少
を
助
〈
る
知
に
、
微
細
の
働
以
上
に
そ
の
作
用
を
及

ぼ
せ
る
こ
と
、
之
に
よ
り
及
ぽ
さ
れ
た
る
結
果
あ
り
と
し
て
も
、
そ
は
上
に
指
示
せ
る
如
〈
主
と
し
て
間
接
的
た

ち
と
す
べ
き
こ
と
さ
へ
、
あ
り
得
へ
か
ら
ゴ
る
に
似
た
り
と
。

赤
子
の
夫
折
統
計
叡

第
三
十
七
巻

三
四
五

第

盟主

四
七



赤
子
の
夫
折
統
計
観

第
三
十
七
巻

一
回
六

四
j¥， 

第

競

一
九
一
四
年
C匂
3
2
u
冨
E
ξ
u
H
U
S
-
-
及
ピ
ロ
巾
(
リ
一
目
否
。
=
と
共
同
研
究
の
結
果
、
C
2
5
E
E
の
一
幼
者

タ
シ
ウ
ス

ピ
=
E
E
5
の
諸
小
郡
に
つ
き
突
の
比
較
計
載
を
示
し
た
り
。

死
己
に
闘
し
後
表
せ
る
第
三
報
告

(2・
吉
岡
)
中
、

出

E
出}の〕官、

司川
H
】ー一目
d-〈

D
M
Z
-

{;己--三E
~E '/'-，: -= 0 率

コJ
-

C
ニ
出
作

p-

、-、
1

LFarFun=-

乳
児
死
亡
率

二
七
七
一八
O

一一ニ

O
月

t

二 E七 E
四九一卒

乳
児
死
亡
率

九
五

一
六
五

一
四
Q

同
じ
小
都
宮
『
巾
号
三

の
諸
医
者
戸
己
凶
中
客
同
し
乳
児
死
巳
率
(
一
O
ヘ
謝
二
乙
を
示
せ
る
二
一
世
は
、
出
生
率

出

t
r
F
H
V
ι

drurrJmvnp
ロ

4
F

〈
宍
-
ロ
ペ
民

に
於
て
一
七
・
八
及
ゴ
二
・
0
の
掛
立
を
示
し
た
h
J
、
而
し
て
H
K
P
E
E
E
B
に
於
け
る
経
験
の
賜
は
、
次
の
如
〈
括

約
さ
れ
た
り
、

一
の
大
家
族
は
低
率
乳
児
死
己
と
雨
立
せ
す
と
す
べ
き
こ
と
な
し
、
乳
児
死
己
は
小
家
族
に
富
め

る
共
同
瞳
内
に
で
も
、
過
多
な
る
こ
と
あ
b
、
雨
者
の
閥
係
は
複
雑
な
り
、
主
た
る
影
響
と
す
べ
き
は
、
子
供
少
数

の
影
響
よ
り
も
、
寧
ろ
家
族
生
活
の
安
柴
標
準
を
向
上
せ
し
か
べ
き
諸
事
情
印
影
響
た
る
に
似
た
り
、
低
き
出
生

産
・
が
高
き
安
柴
標
準
の
表
現
た
り
と
す
べ
き
程
度
に
於
て
は
、
そ
は
低
き
乳
児
死
己
宰
と
組
合
は
さ
る
る
こ
と
め

り
と
や
ぜ
ん
、
3
2
5
『
吾
、
E
z
-
4
及
宅
一

m
g
の
知
〈
、
市
衛
生
及
家
庭
生
活
の
標
準
低
萩
型
仁
る
こ

k
、

之
を
坑
夫
の
多
数
家
庭
及
繊
維
職
工
の
教
家
庭
に
接
見
す
る
通
り
な
ら
は
、
高
き
出
生
率
と
勝
多
な
る
乳
児
死
己

教
は
通
常
組
合
は
き
る
、
さ
れ
ど
H
W
E
=
-
4
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
乳
児
死
巳
率
一
か
勝
多
を
韻
〈
る
に
、
そ
の
出
生

率
は
低
下
す
る
こ
左
め
る
を
示
す
と
。



右
の
問
題
に
牽
聯
し
て
逸
す
べ
か
ら
ゴ
る
は
、
前
に
色
引
詮
せ
る
蕃
殖
力
静
鵡
調
査
の
材
料
な
り
、
尤
も
出
生

謹
書
又
は
戸
籍
上
母
の
年
齢
、
及
そ
の
以
前
に
同
夫
婦
問
に
生
れ
し
子
の
敷
に
闘
す
る
報
告
あ
ら
ば
、
ぞ
は
寧
ろ

動
態
統
計
の
材
料
に
属
す
る
色
、
之
を
小
都
市
又
は
小
地
区
に
闘
す
る
蕃
殖
力
特
別
研
究
の
目
的
に
利
用
し
得
ぺ

し
、
こ
は
一
見
簡
単
な
る
が
如
き
も
買
は
然
ら
争
、
蓋
し
養
育
の
方
法
雨
親
の
祉
曾
的
地
位
等
問
題
に
大
開
係
あ

る
諸
国
子
診
酎
閉
し
て
原
教
を
細
分
す
る
こ
と
と
せ
ん
が
、
過
解
析
の
弊
に
陥
ゐ
り
、
統
計
的
計
算
の
目
的
上
敷

少
き
に
過
く
る
こ
と
と
な
れ
は
な
り
、
か
く
て
人
口
貫
査
に
際
し
同
一
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
こ
と
色
考
案
せ
ら

れ
、
各
夫
婿
に
就
き
そ
の
産
児
教
を
周
ふ
こ
と
も
あ
り
、
ぞ
の
際
将
来
子
を
現
在
以
上
に
生
h
u
の
見
込
薄
き
夫
婦

役
、
前
一
摘
す
ぺ
さ
や
詳
ム
記
も
ど
し
、
川
し
℃
ァ
ピ
必
調
査
上
市
議
に
類
別
叫
融
準
l
供
す
刊
誌
c
k
m
母
∞
婚
相
川
年

齢
及
婚
咽
持
績
年
数
な
り
、
そ
は
兎
も
角
と
し
で
英
に
あ
り
で
は
一
九
一
一
年
の
人
口
貫
査
に
際
し
、
婚
姻
持
積

年
敷
及
誕
生
し
又
存
命
せ
る
子
致
に
閲
す
る
聞
を
脅
し
、
か
〈
て
祉
曾
階
組
、
職
業
、
出
生
地
、
住
居
の
地
方
に

よ
る
蕃
殖
力
盤
化
を
解
析
せ
し
め
、
又
そ
の
婚
姻
持
積
年
数
別
を
も
明
か
に
せ
し
め
た
り
、
そ
の
結
果
蕃
殖
力
と

乳
児
死
巳
と
の
閥
係
に
闘
し
、
信
頼
債
値
め
る
計
数
へ
の
一
遁
其
は
、
英
岳
巾
の
2
巾円と

HUm-M門
巾
「
。
訟
円
日
の

プ
レ
リ
ミ
ナ
リ
ト
レ
サ
ル
ヅ

、HJ
戸
。
・
日
2
2凶
c
p
旨
・
り
・
が
右
貫
査
に
本
っ
き
会
け
に
せ
る
結
果
速
報

d
H
m
h
W
E
b
M
G
、ミ

3
3
s
h
R芝

ぇ
2

2

5
開
口
問

Z
E
m
N
巧白一
g
『

E
B
H
E
E
E
F
oご
-
5
3
w
門
川
町
三
ロ
ミ
同

0
3
=
・
9
5
0
2
z
g
J
m
E・
2
-

三
一
MMMEr--5
に
つ
き
で
看
る
べ
し
、
そ
の
括
約
は
以
下
所
掃
の
表
に
示
き
る
、
是
等
階
級
中
初
め
の
五
者
に

ゐ
り
で
は
、
蕃
殖
宰
と
乳
児
死
己
峯
と
同
じ
方
向
に
盤
す
、
こ
は
平
均
結
果
に
し
て
幾
多
の
例
外
は
起
る
、
き
れ

赤
子
の
夫
折
統
計
親

第
三
十
七
巻

四
七

第

競

四
九

Cf. Prinzing， AufgaLer】 etc.s. 33; Bailey & Cummin邑S，op. cit. p. 85・:w) 



引句、、司、、旬、、九

司E

赤
子
の
夫
折
統
計
観

互五
O 

第
三
十
七
巻

三
四
八

第
二
一
務

ど
そ
の
他
の
階
扱
に
付
表
の
示
す
所
は
、

摘
せ
る
と
ぞ
の
意
相
通
す
。

Z
2芸
}5}円
百
四

が
一
九
一
三
乃
至
一
四
年
の
醤
官
年
報
中
左
の
如
〈
指

英
威
由
一

O
歳
及
そ
の
以
上
な
る
総
男
数
の
一
二
・
四
%
、
抽
相
女
数
の
四
・
四
%
を
使
用
す
る
・
繊
維
工
業
に
あ
り
で
は
、
蕃
猫
カ
と
乳
児
死
亡
と
は

反
封
方
向
に
向
ひ
て
大
に
愛
ず
、
又
一

O
歳
及
そ
の
以
上
な
る
総
男
致
の
四
・
六
%
を
占
む
る
農
業
努
働
者
間
に
あ
り
で
は
、
殆
ん
と
金
圏
平
均

に
泣
き
蕃
殖
力
に
伴
ふ
に
、
蔽
め
で
低
き
乳
児
死
亡
率
を
以
で
せ
り
、
一

O
歳
及
そ
の
以
上
な
る
総
男
般
の
六
・
七
%
を
点
む
る
綴
山
勢
働
者
は

彩
多
な
る
乳
児
列
亡
平
と
、
全
国
問
平
均
を
超
ゆ
る
程
度
更
に
高
き
蕃
殖
カ
と
を
示
し
た
り
・
以
上
引
け
る
諸
計
数
り
、
粧
品
H

間
外
に
あ
り
で
は
高

出
生
率
と
高
乳
児
死
亡
惑
と
の
聞
に
、
泣
け
難
聖
一
関
係
全
〈
存
ぜ
ず
と
す
る
の
見
解
と
雨
立
ナ
る
に
似
た
り
。

言E
孟1:
幸「
1ft 
ドー

於

事千
柏
主1"
b( 
蕃芋し
植Jr~
カヲ~.:

%五i
(
央
威
一
闘
に
開
7

E
償
却
制
ニ
悲
に
謝
7
ξ
~
E
分
一
蜘
伐
V

番
務
I
、

上

中

枇

舎

暦

E
、

介

在

9

E
、

熟

練

職

工

Y
、

介

在

階

級

Y
、

不

熟

練

職

工

荘
、
繊
維
工
業
努
働
者

班

、

銀

山

ク

酒

、

農

業

タ

諸
社
舎
暦
遁
算

乳
児
死
亡
率
%

ム
二
七

ム
=
一
九

ム
一
九六

ム
一
五

ム

ム
一

o

+
=
一
一

ム
二
三

+
凶
ニ

ム

一一0
0

よゐ

よh+ + 

九

+ 

i¥ 

ム
二
二
一c
o

備
考
、

β

を
附
せ
る
は
負
数
即
ち
遁
算
以
下
へ
の
偏
侍
歩
令
を
意
味
ナ

は
蕃
殖
力
に
劃
す
る
乳
児
死
巴
の
闘
係
を
以
て
、
密
に
し
て
又
複
雑
な
り
と
考
へ
、
幾
分
か
又
相

互
的
な
り
と
観
し
た
り
、
却
ち
「
多
子
の
出
生
め
る
一
か
た
め
に
子
供
の
死
多
く
、
又
比
較
的
少
数
の
子
残
存
す
あ

∞
門
町
〈
町
口
問
。
=



が
た
め
に
多
子
は
生
る
」
と
せ
ち
。

要
す
る
に
以
上
幾
多
の
事
買
は
た
栄
勝
於
伊
ム
グ
骨
ι
r
r
p
貯
の
関
係
、
不
可
避
な
ら
や
と
す
る
の
結
論
を
狙
か

て
引
用
せ
ら
れ
た
り
と
雄
も
、
買
際
経
験
上
大
量
と
し
て
二
者
は
相
符
せ
ら
る
、
(
著
者
一
は
英
間
半
者
に
は
珍
し
主
ナ
ベ
き
用

例
に
よ
り
、

E
2
2
2
m持
品

目

Z
Z
E
B
の
苧
乞
使
用
せ
り
)
例
令
は
一
九
一
一
年
蕃
殖
力
貫
査
の
大
量
統
計
は
、
右
死
己
が
最

大
家
族
に
あ
り
で
は
最
小
家
族
に
於
け
る
よ
り
、

偽
の
大
家

は
、
同
闘
に
於
て
後
日
大
家
族
主
な
る
べ
き
家
庭
に
生
れ
し
長
子
は
、
比
峡
的
小
な
る
家
族
の
長
子
に
比
し
、
死

約
五
倍
の
高
き
を
占
む
る
こ
と
を
示
し
、

室
戸
『
円
『

己
率
謹
か
に
犬
な
る
こ
と
を
示
し
た
ち
こ
こ
C
S
A
m
一回
:
Z
コ
E
2
4
3
N
G
)
之
ド
調
し
以
上
の
諸
研
究
上
唱
へ
し
論

子
仁
和
営
な
る
世
話
行
届
〈
の
仕
組
之
に
件
ひ
、

知
識
及
行
動
の
高
標
準
敏
蓮
に
達
成
せ
ら
る
べ
し
と
但
定
せ
ん
が
、
小
家
族
し
」
大
家
族
と
に
よ
り
経
験
せ
ら
る
ペ

き
死
己
の
差
は
之
を
見
玄
る
に
歪
る
ぺ
し
、

浦
口
品
な
ω

白
枇
官
民
創
生
事
情
を
怖
は
ら
し
及
川

回
目
じ
よ
れ
ば
、

包
容
さ
る
る
諸
国
子
は
防
相
し
、
貧
て
ふ
類
同
問
題
聞
に
於
け
忍
が
如

〈
、
諸
因
子
の
複
合
中
よ
り
敷
元
素
を
取
去
る
こ
と
に
よ
り
、
高
出
生
率
と
高
幼
者
死
己
率
と
の
闘
係
を
、
全
保

取
除
け
粂
ぬ
と
し
て
色
、
貫
質
的
に
之
を
減
少
せ
し
め
得
べ
し
と
す
る
に
あ
り
。

-晶.
~、

「
水
は
器
に
従
ひ
て
、
そ
の
き
ま
ぎ
ま
に
成
り
ぬ
な
り
」
ム
」
は
、
少
年
営
時
に
於
け
る
が
如
〈
A
ー
も
向
人
の
子
等

一
載
を
待
た
や
し
て
鬼
籍
に
入

と
士
(
に
変
調
す
る
唱
歌
な
り
、
子
を
憲
ま
れ
つ
つ
之
を
方
槽
内
の
泥
中
に
投
じ
、

ら
し
む
る
や
、
或
は
固
固
な
る
大
タ
シ
グ
内
に
之
を
変
〈
し
み
つ
つ
、
や
が
て
優
良
児
と
し
て
天
下
に
選
奨
せ
ら

赤
子
均
売
折
統
計
額

第
三
十
七
巻

コ
一
四
九

第
三
披

五



赤
子
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夫
折
統
計
観

第
三
十
七
巻
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第
三
競

豆L

る
る
を
待
た
ん
と
す
る
や
、
大
観
す
れ
ば
之
が
選
揮
上
此
大
散
訓
の
揮
に
溶
す
る
所
多
し
と
す
べ
か
ら
ん
。
夫
れ

赤
子
の
統
計
は
濁
り
、
そ
の
死
己
統
計
に
限
る
こ
と
な
し
と
す
る
も
、
そ
の
死
己
統
計
は
古
〈
よ
り
贋
〈
又
深
く

研
究
さ
れ
た
る
所
な
り
、
吾
人
は
先
づ
そ
の
算
法
及
意
義
等
を
究
め
、

本
邦
の
近
況
に
一
瞥
を
試
み
た
忍
後
、
世

界
の
大
勢
に
鑑
み
つ
つ
之
に
閥
聯
せ
る

一
大
問
題
に
言
及
し
た
り
、
そ
の
間
後
段
に
於
て
主
と
せ
る
所
濁
及
英
の

事
情
わ
ん
hJ
、
而
も
一
部
聞
学
者
の
研
究
紹
介
に
止
ま
る
と
難
色
、

こ
は
素
よ
ち
本
意
に
非
宇
、

要
は
之
ぞ
臥
て
本
邦

事
情号
制:
吋E・
7" 
Ci~。

う(~

Q1i 

b
r
:
7
E、，
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.
h
吉
山
耳
目
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¥
〕
ノ
肘
L
C
M
h
少
'
乱
、
汁
凶
町
ノ
h

，

半

i
司
ノ
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H
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H
疋

P
U
Eノ
肱
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川
睦
J
t
止、
L
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人説;
小せ
見る
を!抗
芽げが
見じ果P

とし

ひ幾
、同
まかー

すこ * 
蹴f邦
薬t事
橋fAEi

と
合
致
又
は
背
馳
す
る
や
の
研
究
堂
、

花
と
い
ひ
て
、
草
木
の
初
め
て
茄
出
花
の
初
め
て
ほ
こ
ろ
ふ
る
に
た
と
へ
は
べ
れ
は
、
そ
だ
て
，
き
ら
め
や
」
と
は
、

香
月
啓
盆
(
同
人
品
キ
一
ア
ハ
昭
和
六
年
一
月
授
行
立
命
館
事
叢
盟
諸
稿
宮
山
)
の
著
「
小
児
必
用
車
す
恥
し
に
附
せ
る
同
家
兄

促
進
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
、

秀
房
元
蔽
十
六
(
一
七
C
三
)
年
の
序
中
に
説
く
所
な
り
、
同
様
に
又
「
古
謂
小
児
潟
一
一
芽
児
一
、
如
-
草
之
蔚
-
如
ニ
水

之
福
-
、
故
其
命
ν
方
日
ニ
保
嬰
一
日
二
会
幼
一
者
蓋
不
ν
欲
二
以
v
峻
攻
-
耳
」
「
非
下
特
以
一
一
銭
氏
峻
攻
一
層
凋
4
v

不
ν
可
v
用
也
、

調
下
古
師
連
一
万
象
亦
殊
、
不
b
欲
三
直
施
ニ
之
於
A1-
耳」

'
P
」+也、
ー

宋
神
宗
の
朝
に
於
げ
る
太
醤
丞
銭
仲
陽
の
幼
科
遺

方
に
操
れ
る
前
鎧
校
註
「
小
児
直
訣
」
序
中
に
、
吐
露
さ
れ
た
る
識
見
な
わ
、
買
に
天
地
の
気
生
々
に
あ
り
と
す
る

を
得
は
、
そ
の
生
を
暴
珍
す
る
は
自
然
の
天
意
に
非
す
、
天
の
旨
趣
は
寧
ろ
生
の
全
健
保
書
に
あ
b
と
す
る
を
得

ん
、
保
全
の
道
を
壷
す
べ
き
は
膏
に
国
賓
及
天
然
記
念
物
の
み
に
非
す
し
て
、
寧
ろ
之
を
創
作
し
之
を
養
護
す
べ

き
人
命
の
保
養
重
ん
十
べ
し
、
特
に
菅
の
生
命
に
就
き
て
然
、
り
、
吾
人
は
此
見
地
よ
り
乳
児
死
己
軽
減
問
題
を
重

Cf. Fischer， A.， Art. "SanglingsfuTsorge" im }[u;t. d. SttS¥¥'・4.A・7.Bd.、
'926 S. '56 fg. 
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現
し
、
現
に
又
断
片
的
に
は
金
風
幾
多
の
小
児
科
病
院
及
開
業
撃
に
よ
り
、
仁
道
の
賞
績
奉
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
を

信
ぜ
ん
と
欲
す
と
雄
も
A
ー
そ
の
諸
貰
例
を
捜
す
の
齢
裕
を
有
什
hy
る
を
惜
か
、
従
ひ
て
遊
に
は
軍
に
大
阪
市
役
所

農
業
部
か
本
春
「
大
阪
市
細
民
街
の
出
生
及
死
産
調
査
」
を
竣
表
し
、
右
雨
現
象
を
諸
国
子
の
複
合
調
し
、
之
が

解
析
を
進
む
る
の
意
気
を
窺
は
し
め
た
る
こ
と
を
附
記
し
、
そ
の
調
査
は
引
績
き
之
と
閥
聯
浅
か
ら
3
る
乳
児
死

己
に
色
及
ぼ
さ
る
べ
き
を
信
ぜ
ん
と
欲
す
。

以
上
詫
け
る
範
圏
内
に
訴
へ
で
も
明
か
に
看
取
し
得
べ
き
は
、
乳
児
死
巳
研
究
の
一
一
闘
が
、
買
は
家
族
生
活
の

比
較
又
推
移
ド
闘
す
る
研
究
た
る
こ
と
十
九
り
、
此
見
地
に
本
づ
き
そ
の
統
計
的
研
究
訟
更
に
情
け
行
く
べ
き
方
面

は
多
し
、
特
に
主
調
す
ぺ
誌
は
浩
伸
及
現
境
特
に
貧
に
三
大
川
し
て
.
考
ヘ
符
ぺ
ud
原
間
研
究
た
ち
、
之
ド
聞
聯

し
て
体
染
病
と
乳
児
権
病
及
死
己
特
に
業
の
月
別
と
の
開
係
研
究
は
、
邦
人
と
し
て
興
味
深
か

Z
ぺ
き
問
題
た
り

夫
に
子
の
序
数
及
長
年
時
乳
の
習
慣
と
乳
児
死
己
と
の
開
係
は
、
本
邦
事
情
に
照
し
特
殊
問
題
と
し
て
究
む
る
の

値
あ
り
、
之
と
共
に
蕃
殖
カ
に
閲
す
る
静
態
調
査
の
例
も
存
や
る
こ
と
を
想
倒
す
れ
ば
、
本
邦
行
政
統
計
の
将
来

に
も
、
一
新
光
明
郷
存
す
る
を
畳
ゆ
、
兎
に
角
良
風
美
俗
胡
せ
ら
る
る
家
族
制
度
に
就
き
、
之
を
脅
か
さ
ん
と
す

石
風
聾
に
劃
し
て
き
へ
色
過
敏
な
ら
ん
左
す
る
諸
属
僚
は
、
統
計
行
政
に
闘
し
て
色
婚
姻
持
績
年
数
及
子
載
の
調

査
は
謂
ふ
迄
る
な
〈
、
否
そ
の
以
上
に
親
子
又
孫
同
棲
の
家
族
教
を
調
査
し
て
も
家
族
親
和
峯
と
も
謂
は
ぱ
言
ひ

得
へ
き
を
間
明
し
、
世
界
に
、
我
国
風
を
誇
負
す
る
の
用
意
に
色
、
忽
か
せ
な
る
こ
と
な
か
る
べ
き
を
吾
人
は
確

信
ぜ
ん
と
欲
す
。

赤
子
の
売
折
統
計
額

第
三
十
七
巻
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本
編
虜
頭
古
き
二
密
書
を
引
け
る
に
就
き
で
は
、
最
後
に
尚
一
言
し
お
き
た
き
こ
と
め
り
、
即
ち
之
に
つ
き
護

者
の
注
意
を
促
さ
ん
と
す
る
は
、
諸
類
書
中
の
一
つ
と
し
て

赤
子
の
夫
折
統
計
額

第
三
十
七
巻

第
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五
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四
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F
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内
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H
2
N
r
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N
R

の
員
外
教
授
常
時
熊
本
在
留
)
あ
る
こ
と
な
り
、
〈
=
』

〉
一
門
町
三

z
z
z
C
H
C
=巾ロ
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]
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一
回
E
H
v
D
Z
O
〈

C口
】
)
『
・

B
E・
2
t
y
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-
-
Z
E
σ
c
ロ
2
・

3
N
U
(
著
者
は
伯
林
大
島
十
四
百
由
民

と
は
淳
子
意
即
倉
公
の
謂
な
り
、
著
者
が
同
論
文
中
課
逃
せ
る

は
、
「
史
記
」
の
倉
会
憾
な
り
、
出
口
μ
凶

d
c
c
o
と
は
華
佑
の
謂
な
り
、
著
者
一
か
種
本
に
使
ひ
し
は
「
古
今
圃
書
集

成
一
な
り
、
新
舶
載
の
詳
四
百
虫
日
ぞ
金
科
玉
保
蹴
し
つ
つ
、
か
か
る
研
究
は
一
一
一
千
年
の
昔
に
謹
れ
と
寸
る
が
加
さ
は
、

一
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
に
非
す
や
、
吾
人
は
墜
事
に
逼
ぜ
や
又
支
那
撃
の
素
養
護
し
と
雄
も
、
事
餅
屡
々
好
み
て
繕

〈
は
「
素
問
」
な
り
、
徳
川
時
代
の
儒
風
昭
和
の
今
日
に
至
る
迄
累
を
及
ぼ
せ
る
乎
、
中
等
及
高
等
の
漢
文
語
本
中

議
肪
響
拳
の
一
珊
一
音
色
す
べ
き
支
那
古
墜
典
取
入
れ
ら
れ
し
も
の
め
る
を
、
予
輩
寡
聞
に
し
て
未
だ
知
ら
す
、
同
書

特
に
つ
上
古
天
異
論
」
の
如
き
は
、
思
想
推
揮
、
文
章
も
古
雅
、
瞳
記
の
蹄
蓮
又
は
老
症
の
思
想
と
共
に
、
森
西
舶
来
の

思
想
混
乱
時
代
に
相
肱
は
し
き
諸
問
本
と
考
へ
ら
る
、
唯
予
輩
は
浅
曲
学
に
し
て
、
同
書
に
宿
せ
る
諸
観
念
及
難
文
字
を

解
し
得
さ
る
も
の
多
く
、
之
が
講
稗
を
聴
か
ん
と
欲
す
る
こ
と
多
年
な
り
と
雄
も
、
朝
鮮
満
洲
に
渡
ら
は
い

F
知
ら

や
、
内
地
の
皐
府
中
に
は
そ
の
便
備
は
れ
る
所
な
き
も
の
の
却
し
、
謂
ふ
莫
れ
、
皇
漢
醤
方
の
貫
行
運
動
を
禁
じ
た

る
明
治
十
七
年
の
第
三
十
五
競
布
告
は
痢
乎
と
し
て
存
中
主
、
さ
れ
ど
法
令
又
は
先
例
の
認
h
u

る
範
圏
内
に
於
て
、

漢
又
皇
の
古
島
典
を
研
究
す
る
は
自
由
な
り
、
否
念
務
な
り
、
灰
か
に
聞
く
、
現
文
政
営
局
の
諸
賢
良
は
、
思
想
糾
弾

に
猛
か
ら
十
し
て
之
が
善
導
に
威
あ
ち
と
、
想
ふ
に
臼
な
ら
宇
一
皆
の
勢
は
文
散
の
府
に
よ
り
此
忘
れ
ら
れ
ん
と

す
る
新
天
地
開
拓
に
も
揮
は
れ
て
、
夏
生
の
機
運
醸
成
せ
ら
る
る
に
到
る
べ
き
を
。
(
一
九
三
=
一
、
七
、
一
C
続
車


